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ソフトエラー信頼性登録ガイドライン 運用規定第２部 

– 試験設備の登録方法 

 

序文 

CIAJにおいて運用規定を定め実施する通信機器のソフトエラー信頼性登録においては、ソフトエラー信

頼性の登録判断の根拠となるデータを取得するための試験設備の性能を明確することが重要である。この

ため、ソフトエラー試験に適した試験設備を登録することは、試験設備の性能評価結果を共有して通信装

置の信頼性登録時の効率化に寄与すると考えられる。このため、試験設備の登録方法を定め、これに従っ

てソフトエラー試験設備の登録を進めることとした。 

１．目的 

この規定は、試験設備が通信機器のソフトエラー試験に使用するのに必要な性能を備えており、ソフトエラ

ー信頼性評価に使用できることを確認し、CIAJに登録する方法を提供する。これにより、通信ネットワーク

装置、通信端末装置などのソフトエラー信頼性を CIAJに登録する場合に、試験設備の適切性を示すとと

もに、申請書への試験設備の記載を簡略化することができ、ソフトエラー信頼性登録の利便性・確実性を

増すことができる。 

２．適用範囲 

この規程は、CIAJ会員（以後「会員」と称す）が装置のソフトエラー信頼性評価において使用する試験設備

の適正さを登録しようとする場合に適用する。 

登録ができるのは、CIAJ会員に限らず、ソフトエラー試験設備の所有者、またはソフトエラー試験設備を借

用・運用しソフトエラー試験に提供する法人、試験設備を借用し繰り返し試験を実施する製造業者とする。 

本ガイドラインに記載されないが、運用上必要な詳細項目については、細則および Q&A集に従って運用

することとする。なお、細則および Q&A集の原案はソフトエラー信頼性登録WGにて作成し、電磁妨害対

策技術委員会において審議・了承を得て発行する。 

 

３．引用規格 

[CIAJ-技 2] CIAJソフトエラー信頼性登録ガイドライン 技術基準第 2部 -  ソフトエラー信頼性評価のため

の試験設備の評価方法 

[CIAJ-技 3] CIAJソフトエラー信頼性登録ガイドライン 技術基準第 3部 -  ソフトエラー信頼性評価のため

の試験設備の校正および点検方法 

４．用語の定義 

 

５．登録の要件 

 登録の要件は、次を満たすことが必要である。 

１ ） 技術的事項 

①  [CIAJ-技 2]に従って試験設備を適切に評価し、性能を明示し、ソフトエラー信頼性が正確かつ安全に

実施できる。 
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② 中性子照射設備は、 [CIAJ-技 3]の該当する項目に従って、試験設備の校正及び点検が実施されて

いる。 

③  測定設備の特性については、申請日から遡って過去１年以内に評価されたデータであること。 

④ 申請に使用する書類は、「日本語」又は「英語」で記入して提出されること。 

⑤  その他必要な事項。 

２ ）共通事項 

試験設備の運用者は、測定品質の確保及び向上のために必要な測定設備等の管理、試験実施者の教育

訓練、試験結果の保管等に関する事項を定め、維持する。 

６．登録の申請 

申請者は、登録を希望する測定設備等が 5項の登録の要件に適合することを確認した後に、所定の様式

により CIAJ事務局に登録を申請する。 

また、設備の特性、測定機器等の資料を作成し、所定の様式に添付する。 

試験設備の性能を示すデータとしては、以下の(a) から(f) の項目で中性子照射ソフトエラー試験に関連す

る範囲のものを含むこととする。 

なお、中性子線量や中性子エネルギーなどを変化させて試験できる装置においては、(a)～(d)の項目につ

いて試験で使用する変化の範囲でのデータまたは特性変化の理論的根拠などを記載する。 

(a) 試験設備の中性子スペクトル 

(b) 試験設備の加速係数 

(c) 試験設備の中性子線量 

(d) 試験設備の照射エリアの大きさ 

(e) 施設の電源容量(電圧,電力)と試験設備の電源容量 

(f) 試験設備の校正方法及び点検方法 （有効な校正証書の写しを含む） 

なお、製造業者が設備登録する場合には、当該製造業者の信頼性登録に関連する範囲でよい。 

審査料は別途公開するものとし、期日までに、指定の銀行口座へ振り込まなければならない。 

７．審査 

7.1 審査方法 

CIAJ事務局は、提出された測定設備等登録申請書及びその付属書類等を保管し、これをもとに｛ソフトエ

ラー登録確認WG（仮称）｝にて審査する。 

審査において不明点、疑義などがあれば、申請者に質問し、必要であれば資料の追加提出を求める。 

必要な場合には、申請設備を訪問して十分な審査を行う。 

7.2 審査結果の通知 

申請者には、CIAJ事務局から審査の結果を通知する。 

不合格の場合にはその理由を明確にして申請者に通知することとする。 

審査結果に疑義がある場合には、申請者は不合格理由に対する反論を添えて再審査の要求をすることが

できる。 
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８．登録証の発行 

CIAJ事務局は設備登録証を発行する。 

９．有効期限 

登録証の有効期間は、５年とする。 

登録の更新は有効期限終了までに申請し、申請後、更新審査の終了までの間、有効期限を延長すること

ができる。 

なお、提出データ（校正結果など）が、登録証の有効期限内において変化する場合や修理などで部品等

の変更をした場合で、申請データに変更が生じる場合には、速やかにデータの補正申請を行う。この場合

に、補正申告内容が試験結果に影響しないことを申請者が確認し、申請者の責任でこのことを補正申告書

で表明した場合には、改めての審査は行わない。 

１０．費用 

登録費用は別途定める。 
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